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　グローバルデフレ，サブプライムローン問題を発端とし
た世界的な金融危機により，我が国の産業は低迷を続け，
負のスパイラルに陥っている。アベノミックスに期待する
ところも大きいが，産業に携わる者，企業全体が，現在の
基幹産業を支えていくばかりでなく，新しい産業の創出を
も目指す必要がある。
　ところで，我が国ではこれまでの幾度かの産業危機に対
し，パラダイムシフトともいうべき技術革新が成し遂げら
れてきた。その最たるものの一つが，クルマ産業※1におけ
るハイブリッドカー，EV (Electric Vehicle)の量産化に関わ
る技術革新であろう。さらに，近年のエンジン自動車から
既に実用化されている各種の電子制御技術，および CAN 
(Controller Area Network)を初めとする車載ネットワーク技
術なども加えれば，もはやクルマ全体が電子技術の“塊”
となっていると言うことができる。いわゆるカーエレクト
ロニクス関連技術が，我が国の産業を支える技術の主要な
ものの一つとなっていることは自明であり，さらなる技術
開発やその展開が急務となっている。
　以上のような背景の下，回路・実装設計技術委員会およ
び傘下のシステム Jisso-CAD/CAE研究会では，本学会内で
立ち上げ準備段階にあるカーエレクトロニクス研究会とも
連携をとりながら，カーエレクトロニクスに関連する公開
研究会を開催してきた 1)。その活動を元に，今回，「未来の
産業を支えるシミュレーション技術～クルマ関係への応用
を狙ったシミュレーション技術の課題と展望～」と題し
て，小特集を組むことにした。ただし，いかなる技術が
“未来の産業を支える”ものであるかを明確に示すには，あ
まりに紙幅が足りない。そこで，今回は以下に示すような
“共創”により技術展開を図る際の核となる技術，着眼点と
なる技術の中から幾つかを挙げることとした。
　ここで，共創について若干説明する。これまで我が国で
は，多くの場合，大学・企業などの各組織で個々に開発さ
れた独自技術の成果物として，数々の革新的な製品が創り
出され，企業間で互いに他を蹴落とす競争が繰り返されて
きた。そのことで我が国の技術レベルが維持されてきた

が，リストラや業界の再編成が進む今日では，競争するこ
とではもはや技術レベルを維持し続けることは困難となっ
ている。そこで，今後は大企業ばかりでなく，中小企業を
初めとした比較的小規模の組織，あるいは個人までもが特
徴となる独自技術を開発・保有し，組織間で互いに他の技
術を補い合い連携を深めること，すなわち共創を実現して
いく必要があると考えられる 2)。そこでの学会の果たすべ
き役割は重要であり，産学官に働きかけ，組織間の壁を取
り払ったアイデア創出・意見交換・連携ができる環境を造
り上げるべきであろう。
　以上のことから，今回の特集号では，将来的にクルマ関
係への展開が期待されるシミュレーション技術の中から，
共創の核となるべきものとして，EV自体の設計に関する
技術，無線電力伝送技術，各種 EDA (Electronic Design 
Automation)技術，車載システムに関連した人体通信技術を
題材とし，各分野の著名な方々に原稿執筆の労を取ってい
ただいた。これらの分野に関わる多くの方々の間で共創を
実現することができれば，カーエレクトロニクス関連技術
の一層の発展が図れるものと確信している。また，今回の
特集号が車載関連機器に留まらず，多くの電子機器の高性
能化・高機能化に役立つことを願っている。
　末筆ながらこの場を借りて，執筆をお受けいただいた方々，
回路・実装設計技術委員会の皆様，研究会や大会をご支援
いただいている関係者の皆様に厚くお礼を申し上げる。
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※1 本稿では，主に四輪以上のエンジン，モータ等の動力源を持つ自動車の総
称を“クルマ”と称する。


